
２０１２年１２月１９日 



ボランティア活動 

隠されていた問題点を指摘し、今後の支援継
続可否の判断材料を提供した 

ただ、問題があまりにも多すぎて、当初目的
に対しては、満足のゆく活動は出来なかった 



ネパールの概要 
 国土 

 １４．７万km2 （北海道の約１．８倍） 
 
 

            

 人口 
 約２，６６２万人 （２０１１年）。約１０３の民族 

 

 首都 
 カトマンズ （人口は１７４万人） 

 

 政体 
 共和制  （１９９５－２００６年のﾏｵｲｽﾄ [共産党毛沢東主義者] と国軍との内戦終了後、２００８年に王政廃止） 

   制憲議会が開催されたが、政争のために未だに新憲法は未制定 
 

 GDP （国内総生産) 

    １８６億ドル （日本の１/３１６。２０１１年IMF） 

      主産業は農業と観光。 (就業人口の約７割が農業に従事）    
 

 

 宗教 
 ヒンズー教徒が約８１％。仏教徒が約１１％ 
 カースト制度が社会に根強く残って、社会に大きな影響を持つ 

 

 言語 
 ネパール語が公用語。その他に各民族が使う言語が５０以上 （識字率：５９％） 

 

北（中国）   南（ｲﾝﾄﾞ） 

ﾋﾏﾗﾔ山脈 
８０００ｍ（寒い） 

ﾀﾗｲ平原（農地、暑い） 

ｶﾄﾏﾝｽﾞ盆地 
１３００m 

（ネパール連邦民主共和国） 



ブータン 

中華人民
共和国 

インド 

ネパール 

チベット 

ネパールの地理 

ネパールには世界の８０００ｍ超の峰１４座の内８座が在る 

ﾛｰﾂｪ 

チョー・オユー（８２０１ｍ、６位）、 

エベレスト（８８４８ｍ、１位）、カンチェンジュンガ（８５８６ｍ、３位）、ローツェ（８５１６ｍ、４位）、マカルー（８４８５ｍ、５位）、 

ダウラギリ（８１６７ｍ、７位）、マナスル（８１６３ｍ、８位）、アンナプルナ（８０９１ｍ、１０位） 

ﾀﾗｲ平原 

ﾋﾏﾗﾔ山脈 



カトマンズの景観 

日干し煉瓦造りの建物が多く、建て込んでいる 乾期の好天日には北にヒマラヤが見える 
ガネシュ・ヒマール（主峰は７４０６ｍ） 

交通量（特にﾊﾞｲｸ）が多い。埃っぽく、警笛などの騒音も酷い 
 （外出時はﾏｽｸ着用が無難） 

頻発するバンダ （ｽﾄﾗｲｷ） 時は街中ゴミの山 



ネパールの主要観光サイト 
ﾗﾝﾀﾝ国立公園 ｱﾝﾅﾌﾟﾙﾅ 

ｴﾍﾞﾚｽﾄ街道 

ﾙﾝﾋﾞﾆ 

ﾁﾄﾜﾝ国立公園 ｶﾄﾏﾝｽﾞ 

ﾎﾟｶﾗ 

エベレスト（８８４８ｍ） 

ローツェ（８５１６ｍ）、 
マカルー（８４８５ｍ） 

チョー・オユー（８２０１ｍ） 

ダウラギリ（８１６７ｍ） 

マナスル（８１６３ｍ） 
アンナプルナ（８０９１ｍ） 
マチャプチャレ（６９９２ｍ） 

ランタン・リルン 
（７２３４ｍ） 

釈尊生誕地 

トレッキング 



王宮博物館 

カトマンズ主要観光サイト 

（ﾊﾟﾀﾝの旧王宮前広場） 

（最大のﾋﾝｽﾞｰ寺院） 

（ｶﾄﾏﾝｽﾞの 
旧王宮前広場） 

（見晴らしの良い 
高台の寺院） 

（ﾈﾊﾟｰﾙ最大の仏塔） （最大の繁華街） （２００６年までは国王の住居。
現在は博物館） 

バクタプル ナガルコット 

（ﾊﾟｸﾀﾌﾟﾙの 
旧王宮前広場） 

（ｶﾄﾏﾝｽﾞに近いﾋﾏﾗﾔ
のﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ） 

２～３日間で観光可能 



エベレスト街道トレッキング 

計１３日間（ｶﾄﾏﾝｽﾞから）/１０月 

ｶﾄﾏﾝｽﾞ 
① 

②③ 

飛行機 

標高 
約１３００m ﾙｸﾗ：標高２８５０ｍ 

ﾅﾑﾁｪ･ﾊﾞｻﾞｰﾙ： 
３４４０ｍ 

（高地馴化で２泊） 
ﾊﾟｸﾃﾞｨﾝ 



エベレスト街道トレッキング 

ﾎﾟｰﾀｰの父娘  
（約３０ｋｇを担ぐが手間賃は５００円/日程度） 

ｼｪﾙﾊﾟ族の最大の町ﾅﾑﾁｪ・ﾊﾞｻﾞｰﾙ （３４４０ｍ） 
高地馴化のために２泊 

ﾅﾑﾁｪ・ﾊﾞｻﾞｰﾙのﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄから見えたｴﾍﾞﾚｽﾄ 
手前の山並みはﾇﾌﾟﾂｪ（７８６４ｍ）、右の峰はﾛｰﾂｪ（８５１６ｍ） 

ｴﾍﾞﾚｽﾄ 
（８８４８ｍ） 

ﾇﾌﾟﾂｪ 
（７８６４ｍ） 

ﾛｰﾂｪ 
（８５１６ｍ） 

ｼｬﾝﾎﾞﾁｪの丘（３７２０ｍ）にて 
左の峰はﾛｰﾂｪ（８５１６ｍ）、右は名峰ｱﾏﾀﾞﾌﾞﾗﾑ（６８１２ｍ） 

ｱﾏﾀﾞﾌﾞﾗﾑ 
（６８１２ｍ） 



エベレスト街道トレッキング 

計１３日間（ｶﾄﾏﾝｽﾞから）/１０月 

⑪ 

ｶﾄﾏﾝｽﾞ 

⑫ 

① 

②③ 

④ 

⑤⑥ 

飛行機 

標高 
約１３００m 

ﾃﾞｨﾝﾎﾞﾁｪ： 
４３４０ｍ 

（高地馴化で２泊） 

ﾀﾝﾎﾞﾁｪ 

ﾅﾑﾁｪ･ﾊﾞｻﾞｰﾙ： 
３４４０ｍ 



エベレスト街道トレッキング 

５日目：ﾀﾝﾎﾞﾁｪからﾃﾞｨﾝﾎﾞﾁｪ（４４１０ｍ）に向かう （森林限界を超えた） 

ｴﾍﾞﾚｽﾄが頂きが 
僅かに見える 

ﾛｰﾂｪ 
（８５１６ｍ） 

ﾇﾌﾟﾂｪ 
（７８６４ｍ） 



エベレスト街道トレッキング 

6日目：ディンボチェ（４４１０ｍ）近くの小山の上の氷河湖にて （高地馴化のためにﾃﾞｨﾝﾎﾞﾁｪで２泊） 

左にﾇﾌﾟﾂｪ（７８６４ｍ）、右の峰は世界第４位の高峰ﾛｰﾂｪ（８５１６ｍ） 

ｴﾍﾞﾚｽﾄが頂きが 
ほんの僅か見える 

ﾛｰﾂｪ 
（８５１６ｍ） 

ﾇﾌﾟﾂｪ 
（７８６４ｍ） 



エベレスト街道トレッキング 

計１３日間（ｶﾄﾏﾝｽﾞから）/１０月 

⑦ 

ｶﾄﾏﾝｽﾞ 
① 

②③ 

④ 

⑤⑥ 

飛行機 

標高 
約１３００m 

ﾃﾞｨﾝﾎﾞﾁｪ：４３４０ｍ 

ﾛﾌﾞﾁｪ：４９１０ｍ 



エベレスト街道トレッキング 

７日目：ディンボチェ（４４１０ｍ）からロブチェ（４９１０ｍ）に向かう 
高地ではﾔｸが荷物を運ぶ。後方の山は名峰ｱﾏﾀﾞﾌﾞﾗﾑ（６８１２ｍ） 

ｱﾏﾀﾞﾌﾞﾗﾑ 
（６８１２ｍ） 



エベレスト街道トレッキング 

クーンブ氷河上のガレ場をロブチェ（４９１０ｍ）に向かう 
左の峰はﾁﾍﾞｯﾄとの国境の山ﾌﾟﾓﾘ（７１６１ｍ）。遠くに目的地ｶﾗ･ﾊﾟﾀｰﾙが見える 

ｴｰﾃﾞﾙﾜｲｽ 

ﾌﾟﾓﾘ 
（７１６１ｍ） 



エベレスト街道トレッキング 

計１３日間（ｶﾄﾏﾝｽﾞから）/１０月 

⑦ ⑧ 

ｶﾄﾏﾝｽﾞ 
① 

②③ 

④ 

⑤⑥ 

飛行機 

標高 
約１３００m 

ﾛﾌﾞﾁｪ：４９１０ｍ 

 ⇒日本からだと３週間程度 
    （余裕を持った日程が必要） 
     ・飛行機の遅れ対策 
  ・ｶﾄﾏﾝｽﾞでの高地馴化 
   等を考慮 

日本からの旅行の場合 
ｶﾗ･ﾊﾟﾀｰﾙ（５５４５ｍ）まで 



エベレスト街道トレッキング 

世界最高峰エベレスト（８８４８ｍ） [ ｶﾗ･ﾊﾟﾀｰﾙより ] 

ｴﾍﾞﾚｽﾄ 
（８８４８ｍ） 

ﾇﾌﾟﾂｪ 
（７８６４ｍ） 

ｴﾍﾞﾚｽﾄ 
ｳｴｽﾄ 
ｼｮﾙﾀﾞｰ 

ｸｰﾝﾌﾞ 
氷河 

ｴﾍﾞﾚｽﾄ登山
のﾍﾞｰｽｷｬﾝﾌﾟ 
（５３６４ｍ） 

ｶﾗ･ﾊﾟﾀｰﾙ 
（５５５０ｍ） 



エベレスト街道トレッキング 

エベレストの峰 （８８４８ｍ） 



マウンティンフライト 

雲を吐く 

ｴﾍﾞﾚｽﾄ  

聳えるﾋﾏﾗﾔ 
の巨峰 

ﾏｳﾝﾃｨﾝﾌﾗｲﾄ 
の小型機 

ﾁｮｰ･ｵﾕｰ 
（８２０１ｍ） 

ｴﾍﾞｴﾚｽﾄ 
（８８４８ｍ） 

ﾛｰﾂｪ 
（８５１６ｍ） 

ﾏｶﾙｰ 
（８４８５ｍ） 

ｶﾄﾏﾝｽﾞより約１時間の遊覧飛行。約＄１６０ 

ｴﾍﾞｴﾚｽﾄ 
（８８４８ｍ） 

ﾛｰﾂｪ 
（８５１６ｍ） 

ﾇﾌﾟﾂｪ 
（７８６４ｍ） 

問題点： 
 手軽でよいが、欠航や飛行機 
 のﾄﾗﾌﾞﾙが多い 



ランタン渓谷トレッキング 

雨季で激しく流れ落ちるランタン川 計９日間（ｶﾄﾏﾝｽﾞから）／８月 

[ 世界で最も美しい谷の一つへ ] 



ランタン渓谷トレッキング 
[ 世界で最も美しい谷の一つへ ] 

流れ落ちる滝 （ﾗﾝﾀﾝ村、３３３０ｍ） 



ランタン渓谷トレッキング 
[ 世界で最も美しい谷の一つへ ] 

美しい高山植物の宝庫 （ﾗﾝﾀﾝ村３３３０ｍ付近） 



ランタン渓谷の花々 （標高３０００ｍ付近） 



アンナプルナへのトレッキング 

どこまでも続く満開のﾈﾊﾟｰﾙ国花ﾗﾘｸﾞﾗｽ （ｼｬｸﾅｹﾞ） の林 計６日間（ｶﾄﾏﾝｽﾞ 
から）／３月末 

① プーンヒル へ （山々とラリグラス （シャクナゲ） を見に） 



満開の大きなラリグラス （ｼｬｸﾅｹﾞ）の花 

アンナプルナへのトレッキング 



ラリグラス （ｼｬｸﾅｹﾞ） の林越しのダウラギリ（８１６７ｍ） 

アンナプルナへのトレッキング 



② アンナプルナ内院へ 

トレッキングコース最高点のアンナプルナベースキャンプ（４１３０ｍ）にて 
背後は聖なる名峰ﾏﾁｬﾌﾟﾁｬﾚ（６９９３ｍ） 

計１１日間（ｶﾄﾏﾝｽﾞから）／２～３月 

ﾋﾏﾗﾔ雪の下 

アンナプルナへのトレッキング 
  



アンナプルナへのトレッキング 
 

聖なる名峰マチャプチャレ（６９９３ｍ。「ﾏﾁｬﾌﾟﾁｬﾚ」とは「魚の尾」の意味で、頂上が２つに分れて魚の尾の形） 



アンナプルナへのトレッキング 

ﾀﾞｳﾗｷﾞﾘ 

(8172m) 

ｱﾝﾅﾌﾟﾙﾅ･ｻｳｽ 

(7219m) 

ｱﾝﾅﾌﾟﾙﾅⅠ 

(8091m) 

ﾏﾁｬﾌﾟﾁｬﾚ 

(6997m) 

ｱﾝﾅﾌﾟﾙﾅⅢ 

(7555m) 

ｱﾝﾅﾌﾟﾙﾅⅣ 

(7525m) 

ｱﾝﾅﾌﾟﾙﾅⅡ 

(7939m) 

ﾗﾑｼﾞｭﾝ 

(6983m) 

ﾏﾅｽﾙ 

(8163m) 

ﾌﾞｯﾀﾞ 

(6672m) 

ﾎﾟｶﾗ市街 ﾌｪﾜ湖 

ポカラのフェワ湖畔の丘から湖越しにアンナプルナ （豊穣の女神） の山々を見る 

神々が坐すアンナプルナの山々 



海外ボランティア活動に感じたこと 
 発展途上国でのボランティア活動は簡単ではない 

 

 本当のニーズが無い所では良いボランティア活動はできない 
 期待と実態が異なることがある  （実はﾆｰｽﾞがなかった場合 ⇒ 失望に繋がる ） 

 

 赴任先の現地人責任者が良ければ活躍できるが・・・ 
 

⇒ NGOも含めて「金」目当てが多いので要注意 （日本人は鴨になり易い） 

 
        

 

 若手よりはシニアが適する 
 技術や経験がないと、質の高い貢献はできない 

 

 ただし、日本の将来の担い手たる若者には、発展途上国での生活はよい体験になる 
 

  ⇒ 「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」に代わる明確なﾐｯｼｮﾝで若者を派遣した方がよいのではないか 
 

 発展途上国の援助の難しさ 
 長期間支援を続けても発展しない国もある 

 

  ⇒援助が本当に必要な所に行っているのか？  適切な検証が大切 
 

 よい経験になった 
 

 世界の現実の一部を見られた  （格差や差別の大きな社会に、安定と安全はない） 
 

 日本のありがたさを実感できた （日本国民の政府への要求も急増 ⇒日本人もすれた？） 
 

 長かった会社生活をリセットできた  （会社生活と区切りがつけられた）  

 

本当のﾆｰｽﾞ
があるか等、 
事前の精査 
が必要 

大きすぎる 
期待は禁物 

「ボランティア」という言葉が美しいが故に注意が必要 



シニア仲間との飲み会 若いボランティアと交流 

私のネパールライフ 

エベレスト アンナプルナの山々 

終わってみれば、摩訶不思議な国での懐かしい思い出 

異郷での琴線に触れる交流 

「神々の山頂」を見れたトレッキング 

いろいろあったが、良い経験であった 

カトマンズとヒマラヤ 

女性の祭りティージ 

２年を過ごした 
カトマンズの街 


